
 

令和６年度（第１回）教育課程連携協議会議事録 

開催日時：令和 6年 9月 20日（金）15:30～17:30 

 場所  ：高知リハビリテーション専門職大学 110講義室 

 

（出席者） 構成員：・森野 勝憲・杉本 徹・安岡 健二・松岡 章彦・ 

平松 真奈美・栗山 裕司・石川 裕治 

オブザーバー：渡辺 憲弘 

事務局：川越 久利・弘瀬 由里・西河 紗希 

（欠席者） 構成員：近藤 真一・矢野 和美・田中 祐児・辻 美和 

オブザーバー：石黒 友康・濱田 和範 

 

■教育課程連携協議会委員長 挨拶・委員紹介 

 委員長より参加者の紹介がなされた。 

■報告事項 

１ 令和 6年度 前期の報告 

        資料 1：令和 5 年度国家試験合格率  

資料 2：令和 5 年度就職内定状況 

資料 3：令和 6 年度 学籍状況 

資料 4：ＧＰＡ分布状況 

資料 5：ＧＰＡに関する規程 

 

２ 令和 5年度 臨床実習について 

        資料 6：令和 6 年度 臨床実習について 

 

３ 令和 5年度 地域課題研究Ⅱの進捗状況について 

       資料 7：テーマ一覧 

 
４ 令和 5年度 後期 学事暦（年間スケジュール）について 

       資料 8：2024 年度 学事暦 後期時間割 

 

５ 令和 7年度 入学生 教育課程の改定について 

資料 9：新カリ 教育課程と指定規則との対比表（PT・OT・ST） 

文科省提出分 

 

６ その他 

 

 



 

〇報告事項 1～4については、委員長より資料に基づき説明がなされた。 

報告事項 5については資料を基に改正前のカリキュラムとの違いについて、説明がな

された。 

特に展開科目について医療機関以外の就職の選択肢を増やす意味でよい科目構成にな

っている等の意見があった。本学としても、健康増進、介護予防、生活支援など取り

入れるべく今後とも見直しを行っていく予定である。 

〇委員より高知県の生徒は首都圏を中心として外部への進学を考えている事が多い。土 

佐市に大学があることは認知されてきているが、大学の中身まではよくわかっていな 

いので、本学の方でも伝える努力をするべきである。 

 校長会等でアピールする場を設けるので活用してほしい。 

 〇本学としても、夏休みの体験学習等で児童の内から本学についての内容を知っても 

らう努力をしていく。 

 

 

■ 協議事項 

１ 令和 5年度 自己点検・評価報告書について 

資料 10：令和 5 年度自己点検・評価（教育課程）当該項目 

資料 11：令和 5 年度 第 1 回教育課程連携協議会 協議事項意見集約 

 

    委員長より資料に基づいて説明がなされた。 

    令和 5年度第１回の委員会終了後意見を頂くよう要請を行い、委員から意見を

募った。頂いた意見について、第 2回の委員会で報告することが出来ていなか

ったので、今回（令和 6年度第 1回）の委員会で自己点検・評価報告書に関係

するところを交え説明を行った。 

今回の委員会中に自己点検・評価報告書について、全部確認いただき意見を求

めることが難しいので、後日メールにて意見を求めることにする。 

     

２ 専門職大学の教育課程に対する要望について 

          資料 12：令和４年度卒業生対象 卒業後アンケート結果 

資料 13：令和４年度卒業生対象 就職先アンケート結果 

資料 14：令和元年度入学生 学修成果関連 

資料 15：ディプロマポリシーの可視化 Ｒ4 とＲ5 の比較 

 

委員長より卒業生のアンケート結果及び学習成果関連・ディプロマポリシーの 

可視化についてについて、資料に基づき説明がなされた。 

      〇委員より卒業生アンケートで在学中の評価が低いのは、就職した現場で力 

を発揮できていない現状への不満の裏返しではないかとの意見が出された。 



 

      〇委員長より卒業生へのアンケートは毎年行っていくことになっており、こ

の結果を基に改善していく努力を行い次回のアンケート結果に繋げていく。 

      〇委員より学生がＰＲＯＧテストの結果知ることで、今後社会へ出て行くう

えで自分を客観的に見れる良い指標になるのではないかとの意見が出され

た。 

 

    協議事項１・２について、意見を求めたいので、記入用紙を送付するので、到着後

1ヶ月程度を締め切りとし回答をお願いしたい。 

  



 

令和６年度（第 2 回）教育課程連携協議会議事録 

開催日時：令和 7年 3月 17日（月）15:30～17:30 

 場所  ：高知リハビリテーション専門職大学 110講義室 

 

（出席者） 構成員：・森野 勝憲・杉本 徹・矢野 和美・安岡 健二・近藤 真一・田中 祐児・ 

松岡 章彦・平松 真奈美・栗山 裕司・辻 美和・石川 裕治 

オブザーバー：渡辺 憲弘・石黒 友康・濱田 和範 

事務局：川越 久利・弘瀬 由里・西河 紗希 

 

■報告事項 

１ 令和 6年度 第 2回会議協議事項 

資料 1：＜協議事項 1＞分野別認証評価自己点検・評価報告書に対する意見等

＜協議事項 2＞本学の教育に対するご意見・ご要望等の意見集約 

 

２ 令和 6年度 報告 

資料 2：学籍状況 

 

３ 令和 6年度 臨床実習について 

資料 3：令和 6 年度実績と令和 7 年度予定 

 
４ 令和 6年度 地域課題研究Ⅱについて 

資料 4：成果発表会抄録集 

 

５ 令和 7年度 学事暦（年間スケジュール）について 

資料 5：2025 年度 学事暦 

 

６ 令和 7 年度 新教育課程 

資料 6：授業科目の概要（全科目） 

 

7 その他 

 

          

 

 

〇報告事項 1について、委員長より資料に基づき説明をした。協議事項 1・2とも概ね賛

同されたが、リハ 3職種がお互い理解を深めるような取り組みやオフィスアワーにつ

いて学生の利用機会を増やす取り組み、自宅学習の取り組みなど今後検討してほしい

意見があった。 



 

  〇報告事項 2について、委員長より資料に基づき令和 6年 5月 1日現在の在籍状況の報

告をした。 

 〇報告事項 3について、委員長より資料に基づき令和 6年度臨床実習期間と令和 7年度

臨床実習予定期間の説明をした。 

 〇報告事項 4について、委員長より資料に基づき令和 6年 12月 17日（火）に開催され

た地域課題研究Ⅱ成果発表会の抄録集の内容を確認してもらうようお願いした。 

 〇報告事項 5について、委員長より資料に基づき説明をした。 

 〇報告事項 6について、委員長より資料に基づき説明し詳細についてはよく読んでいた

だくようお願いした。 

 

 


